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戸
小

J¥1 

昨
年
、

H
u
n
M
gに
行
な
わ
れ
た
市
油
機
会
議

員
選
本
℃
選
ば
れ
た
私
た
ち
の
代
議
者
に
よ
る

然
4
沼
市
機
械
会
定
例
会
が
、
先
月
開
会
き
れ
ま

し
た
。人

口
の
急
激
な
滅
的
に
伴
、
7
学
校
不
足
を
終

決
す
る
た
め
、
市
西
側
仰
に
建
設
冷
の
中
核
校
と

小
学
校
の
名
称
却
炉
問
北
A
A
に
淡
{
死
さ
れ
た
仙
砲
、
情
補

正
予
算
、
条
例
改
双
な
ど
叫
印
刷
町
議
案
が
好
決
ま

た
は
修
笈
可
決
寺
れ
ま
し
た
。

甜

m
A
令
制
問
中
市
議
会
総
務
会
は
、

緩
和
印
年
・
M
M
月
間
四
日
か
ら
刊
同
月

幻
ロ
M

ま
で
弘
訂
附
附
に
わ
た
っ
て

側
聞
か
れ
ま

L
た窃

初
日
仁
、
圧
倒
制
緩
長
時
滋
教

が
行
な
わ
れ
‘
議
長
に
依
久
間
同

市
市
博
氏
〈
無
一
敗
蹴
鞠
〉
、
制
耐
紬
附
w
炊

いい航同本持
H
維
崎
氏
(
公
明
党
)
が

選
ば
枇
ま
し
た
。

補
正
予
算
は
一
般
会
計
、
柊

郎
会
計
、
上
水
滋
背
中
議
会
計
内

各
予
葬
内
総
廷
が
行
な
わ
れ
、

一
般
会
計
は
殺
人
・
議
お
そ
れ

ぞ
れ
札

9
耐
用
品

2
5
4
万
2
千
向

を
浪
紛
総
額
行
線
2
8
2
5
一H

5
千
円
と
な
り
ま
し
た
勿

し
か
し
特
別
会
計
u
H
1同地
2

4
5
5
万
3
千
円
的
減
税
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ゑ
地
区
銀
絞
捌
也
事
業

3 月 15臼兜量発子安定Aj買戸小学絞

内
務
亙
予
世
持
が
火
師
糊
仁
枕
川
州
側
と

な
っ
た
ニ
と
が
刷
新
制
慨
し
て
い
る

た
め
で
す
。

上
ぷ
巡
丹
一
裕
双
子
持
闘
は
1
総

2
5
5
7
万
g
予
m
門
的
議
加
に

を
っ
て
い
ま
す
一
。

談
会
で
は
こ
的
他
、
二
紅
ま

で
仮
称
で
あ
っ
た
久
寺
索
中
学

校
・
緩
一
円
小
学
校
訂
名
称
が
承

認
き
れ
ま
し
台
。

久
土
守
家
中
学
校
と
畑
山
〆
小
学

校
内
総
鐙
・
学
問
院
に
つ
い
て
は

紋
報
開
昭
釦
刊
日
間
年
M
M
n
l
日
号

に
「
仮
称
我
孫
子
第
2
・
中
や
校
盆

似
品
料
我
孫
子
総
5
小
時
十
枚
」
と

し
ど
捻
輔
相
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

日
}
覧
下
さ
い
。

幹
叩
約

2
授
の
紛
設
校
の
抽
出
に

3
つ
め
学
校
に
つ
い
て
も
増
改

築
ま
た
は
移
転
が
ん
光
了
す
る
が
w

と
に
な
り
ま
す
a

新

競

技

V
久
券
家
中
学
校

総
工
繁

3
出出
1
5
9
0
万

円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
滋

篠
山
内
商
務
約
3
8
3
0
d

普
通
料
税
務
一
号
綴

柏
村
別
教
室

7
家

今
溝
廿
入
燃
予
定
者
数

3
0
8
お

相v
…
絞
戸
小
学
校

総
γふ
職
域

3
培
出

8
3
A
V
O
万

行

r

欽
廿
腕
コ
ン
ク
リ
E

ト
4
熔

総
出
除
湿
積
約
3
S
S
7
e問

委
滋
帖
税
率
四
日
市
議

時
材
開
制
教
犠

3
山時五

今
泰
入
学
予
定
翁
数

6
3
8
名

壊

改

築

技

V
嶋
崎
北
中
学
校
(
改
築
工
事
)

総
工
品
H

4
時間

1
a
o
o万

円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i
ト
4
隊

援
隊
一
出
桜
約
3
8
7
6
ぱ

牧
野
泊
四
救
出
企
略
家

特
間
部
品
紙
袋

7
慾

曹
滋
総
合
中
学
校
(
揃
哨
築
豆
準
)

総
工
費

1
悠
2
5
8
0
万

円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
附附

増
築
八
万
磁
波
一
期
紋

約
1
4
0
詰，

m

普
滋
数
釜

9
山総

終
総
数
出
現

1
室

防
衛
庁
防
務
改
築
併
行
工
事

に
よ
る
縮
問
3
小
学
校
出
移
転
も

鎮
祭
完
了
し
、
新
し
い
総
会
で
、

す
で
に
ゑ
徒
た
ち
が
慾
強
仁
紛

ん
で
い
ま
す
。

軍
第
3
小
学
校

総
工
費

2
倍
7
4
4
5
万

m
m
 

滋
筋
コ
ン
グ
リ
i
ト
4
開閉

磁
即
時
面
脱
出

2
8
8
8
2飢

普
通
数
議
花
山
主

終
判
明
教
系

3
m単

議
長
に

佐
久
鴎
忠
博
氏

腕
側
議
長
に

松
本
竹
雄
託

選

腕

戦本
川
助
役

木
川
川
地
購
陥
別
役
は
‘
公
る
m
M
月

H
H
n
n

そ
の
絞
郊
を
機
了
し
て
巡

殺
さ
れ
ま
し
た
。

氷
山
川
氏
H
M
、
附
崎
和
問
叫
蒜
a
H
H
月

刊糾

E
に
ぬ
孫
子
町
役
務
に
入
り
、

鉱
山
刊
終
年
、
内
相
慌
務
総
長
者
ふ
り

だ
し
に
総
務
潮
岬
張
、
合
体
後
も

選
挙
管
場
委
員
会
併
防
総
長
、
総

務
総
長
等
者
総
村
民
、
昭
釦
刊
M
M
年

収
入
役
、
制
哨
祁
円
引
等
1
月
に
効

後
に
段
往
し
ま
し
た
。

こ
向
際
、
実
に
相
同
年
の
祭
器

に
わ
た
り
品
料
館
知
子
京
発
般
の
た

め
に
ぷ
〈
き
れ
ま
し
た
。

縫
い
開
閉
ど
〈
ろ
う
き
ま
で
じ

た

広報を

品事事3小学校
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な
ど
古
墳
前
法
的
も
内
と
、
な
問

野
山
山
中
肉
体
明
野

(
6
骨
い
川
怨
中
級
)

目
立
総
機
協
関
内
土
口
演

F
7
俊
紀

州
抑
制
掛
か
ら
求
〉
輪
開
4
小
学
校
お

淡

A
7
世
紀
中
総
)
、
白
山
士
口

議
設

{
7
世
紀
前
か
ら
米
〉
に

測
か
れ
ま
す
。

特
刊
に
、
有
名
な
水
泳
山
市
出
悦

一は‘品怜
M

吟
ナ
中
学
絞
め
ん
附
々
東

約
8
0
0
メ
i
f
ル
的
ム
品
開
野
山
州

地
阪
に
あ
り
も
ぬ
保
子
第
一
的

規
燃
を
M
H
M

」
る
前
劣
後
約
壊
で

み

す。余
波
小
山
墳
は
、
持
品
川
削
釈
に
泣

い
子
賞
川
聞
に
謝
し
た
機
戸
ム
財
務

に
あ
け
ま
す
。
ニ
的
宙
博
慣
は
、

筑
後
日
同
メ

i
ト
ル
は
ど
あ
う
ま

ト

aFOこ
的
よ
う
に
、
・
や
内
情
引
が
い
た

る
所
に
あ
る
綴
孫
子
は
、
当
時
‘

大
相
殺
拘
階
的
古
本
闘
に
お
け
る
最

前
線
で
あ
ヴ
た
こ
と
を
紛
紛
っ

て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

当
時
吋
、
我
孫
子
と
言
、
7
地
お

は
合
〈
、
中
村
相
臨
均
約
於
欧
と
い

う
交
滅
的
祭
出
闘
が
、
我
げ
知
子
に

あ
た
る
と
縫
う
剤
師
が
有
力
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
於
銃
押
倒
的
名
は
‘

平
安
来
織
に
な
る
ど
お
文
書
か

ら
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

鎌
倉
・
府
泉
町
終
代

平
安
末
期
に
は
、
却
価
在
の
災

孫
子
市
を
含
む
、
中
州
間
際
・
北

相
馬
同
川
、
総
出
向
'
湖
町
西
〈
そ
ヲ
ま

み
く
り
や

)
t
M付
ば
札
、
こ
の

制
御
抑
制
を
私
領
と
す
る
た
め
に
、

間
四
司
、
内
祉
校
、
有
力
総
会
な
ど

が
争
い
を
淡
け
て
い
た
。

出
削
州
知
山
均
出
問
問
問
(
随
分
自
身
で
治

め
る
w

}

と
が
む
ず
か
し
く
平
常

重
が
伊
勢
働
問
常
に
寄
湯
し
た
渡

欝
J

縦
士
的
拡
大
に
附
げ
く
れ
れ
て

い
た
が
‘
つ
い
に
絞
殺
に
篠
山
刑

を
同
開
い
た
制
附
州
制
緩
と
結
ん
だ
ヂ
い
て
、
綴
土
の
争
奪
終
を
く
り

滋
胤
が
持
制
刊
を
に
寄
り
、
そ
の
伊
え
し
ま
し
た
。

一
一
悶
抑
制
附
品
拾
が
、
出
同
級
を
ぬ
柄
本
し
こ
の
時
代
市
内
に
も
、
我
孫
に
餓
金
総
て
、
木
織
を

て
初
出
向
郎
内
的
傾
と
を
り
ま
し
た
コ
チ
崎
・
附
訓
練
竣
・
芝
隊
総
e

桜
判
的
十
ら
し
た
よ
う
な
む

滋
北
朝
に
は
、
総
潟
一
山
臓
は
水
域
・
布
役
滅
・
綬
戸
品
械
な
νι

め
で
、
週
践
に
情
熱
子
郎

分

後

し

て

領

土

は

不

安

定

と

な

が

あ

っ

た

。

党

‘

下

人

・

部

刑

判

院

を

伶

ワ
喝
従
前
町
時
代
に
な
る
と
潟
厨
殺
と
い
っ
て
も
、
米
守
閣
と
ま
わ
せ
、
小
武
土
岡
闘
を

内
向
繁
務
は
、
山
地
仁
的
税
か
ら
議
が
あ
る
よ
う
h
g
堂
々
と
し
た
構
成
し
て
喰
戦
い
を
え

の
FL史
上
的
成
総
に
拘
っ
て
勢
も
の
で
を
く
角
娯
楽
塗
同
開
と
叙
り
H
V

ろ
げ
て
い
た
わ
け

カ
骨
肉
ば

L
.
繋
山
管
内
地
を
築
わ
れ
る
陥
地
形
を
訓
刊
滋
し
、
そ
こ
で
す
会

江
戸
時
代
の
思
関
野
を
伝
え
る
滋
擦

1
1
y
o
k
i
i

門

護

霊

童

議

j
高

1
J〆
物
資
総
滋
的
中
山
椛

機

、

襲

撃

e
ぬ
総
点
と
し
て
、
災
後

襲

撃

機

襲

撃

襲

警

襲

撃

的

躍

的

存

依

が

援
護
凝
議
機
騨
什
ダ
議
機
〓
畿
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
σ

P

鱒
鰻
輔
欝
鰭
轟
雲
総

:v一

言

語

に

は

、

よ

欝

欝

麓

欝

騒

人

さ

一

議

舟

車

線

さ

じ

議
議
議
轟
轟
額
二
V
れ
、
銚
子
内
海
燦
射

撃

議

醤

い

れ

に

V
J
(

一

一

ン

物

や

水

芝

方

の

知

観
鰯
欝
畿
畿
灘
議
離
機
鱗
護
ぺ
¥
一
五
一
泌
総
畿
米
が
江
戸
へ
と
は
江

幾
綴
謬
機
縫
警
護
綴
機
関
川
川
口
1
J
;ヤ
ニ
ば
れ
ま
し
た
お

議
鴻
鵠
消
滅
議
瀬
川
ヌ
ト
1-Y

撃

沖

で

と

れ

恥

議

機

襲

撃

務

総

嬢

ぺ

三

=

た

ま

は

、

夜

行

均

議
選
露
関
;
L
J
J討
議
問
に
よ
る
猟
一
一
一

vu

!
'
t
v
r
2
E襲
撃
署
長
野

?53h
人
一
が
附
問
来
し
て
タ
ぺ
三

も
あ
り
、
た
い
そ
う
に
ぎ
わ
っ
刻
銚
子
を
た
旬
、
明
け
ザ

た

そ

う

で

す

。

万

に

布

佐

河

臨

時

に

つ

い

車
時
時
付
、
殺
孫
子
向
闘
を
滋
過
す
た
と
ぬ
闘
い
ま
す
e

る
大
名
は
‘
水
戸
家
を
は
じ
め
‘

ρ

笈
臨
時
制
問
中
田
谷
は
片

品
抽
出
問
、
呉
川
明
陥
地
方
的
務
大
名
二
側
山
山
よ
品
開
問
は
制
刊
線
開
川
左
同

十
ス
引
か
に
お
よ
び
、
常
縫
市
町
人
側
舶
の
常
H

馬
で
は
た
り
ず
、
山
間
総
と
よ
ば

u
布
地
捕
の
弁
天
ほ
め
る

れ
る
波
効
肉
料
悶
均
的
伎
役
を
必
媛
ヒ
キ
を
い
が
、
う
し
ろ

と

し

ま

し

た

。

制

刊

岬

惜

別

川

議

桜

H
E
給制踊

ゅ
方
、
鏡
子
か
ら
げ
仏
戸
へ
の
泌
が
は
ず
き
ん
だ
窃

久等号室まから出土のi蓮寺毒

れ
は
、
本
乎
・
天
滅
的
乱

め
とこ

の
&
を
起
し
た
手
掛
付
附
け
は
、

藤
商
品
氏
に
よ
る
線
放
し
た
律
令

紋
治
に
対
抗
し
て
細
胞
っ
た
茶
裁

で
‘
そ
の
絶
大
な
人
気
か
ら
、

数
多
く
的
続
出
畔
伝
説
が
番
地
に

出
滑
り
‘
我
孫
子
市
に
も
自
党
総

絞
殺
(
本
尊
め
絞
殺
青
菩
薩
辻
、

平
将
門
的
守
本
尊
と
鍛
え
ら
れ

て
い
ま
す
〉
・
将
門
的
井
戸
…
・

将
門
徳
社
〈
と
も
に

g
秀
に
あ

る
〉
を
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
脅

し
か
し
、
史
実
府
議
品
川
に
は

と
ほ
し
〈
、
人
々
の
持
開
け
に
対

す
る
問
問
油
田
的
表
わ
れ
が
、
将
門

町
脳
級
を
筏
し
た
の
で
し
ょ
う
。

(2) 

証
一
戸
時
代

以
一
…
問
腕
吋
伐
に
入
い
り
、
な
一
代

将
軍
渋
先
的
持
、
参
銭
交
代
が

州
制
度
注
さ
れ
て
、
江
戸
に
通
じ

る
街
滋
が
埜
描
閉
舎
れ
、
街
駅
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
争

我
孫
子
ち
淑
戸
街
遂
の
綴
釈

に
治
定
さ
れ
、
本
帥
陣
、
路
本
附
開

が
島
守
噂
庶
民
の
た
め
に
終
結
臨

ぷ
附
い
に
漁
ず
る
と
し
て
「
判
制

緩
L

と
名
付
け
た
と
係
N

え
ら
れ

て
い
る
切

ま
た
、
可
下
総
獄
事
考
L

に

は
、
寸
都
部
と

A

お
う
は
、
部
は

分
と
も
滋
れ
い
て
一
円
分
け
と
ち

通
じ
て
一
的
分
け
と
云
う
ゆ
で
と

な
る
べ
し
‘
ふ
附
雌
仰
な
る
べ
し
、

布
伎
と
余
戸
(
糊
削
州
都
品
地
方
の
こ

と
)
は
中
州
制
閥
均
に
あ
り
紗
ん
と

あ
っ
て
、
中
総
終
的
一
務
総
持

と
縫
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が

生
ま
れ
れ
九
と
推
測
で
き
る
。

援
古
川
骨
{
ね
ご
や
)

こ
れ
は
、
山
滅
的
減
下
を
拠
品

味
ず
る
抽
出
名
で
す
。

お
い
z栄
枯
伐
の
家
同
H
.

た
い
て

い
丘
漆
や
お
織
の
突
端
的
…
役

引
ぬ
い
処
に
佼
絞
L
h
そ
の
ふ
も

ξ

に
釘
姓
や
家
主
不
を
絞
ま
わ
せ

て
、
絞
殺
務
と
称
し
ま
し
た
級

自
発
(
ひ
び
り
~

。
び
り
は
、
日
出
向
か
ら
転
ヒ

出

刊

剖

叫

に

、

あ

び

こ

は

州

桝

削

引

た

時

期

お

で

あ

る

。

と
も
記
さ
れ
、
総
を
引
く
の
そ
の
託
際
的
関
か
ら
小
川
が
災
こ
の
終
的
判
吋
門
神
れ
慌
の
域
内

お
紛
で
、
漁
裁
告
ゑ
繋
と
す
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
立
川
段
、
す
に
あ
る
一
克
禄
楠
怖
に
一
ゑ
禄
十
万

る
端
部
川
刊
を
き
し
た
各
だ
に
も
な
わ
ち
、
党
処
(
ホ
ト
〉
的
意
等
法
午
、
日
山
山
村
L

と
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
a

味
で
、
人
体
陰
郷
町
田
貯
い
い
磁
似
こ
ろ
か
ら
、
お
秀
を
お
帥
吋
ハ
内
問
、

布

佐

(

ふ

事

〉

し

て

い

る

地

協

と

も

4
2
E

わ
れ
て
口
付
出
村
と
誇
っ
た
ら
し
い
@

Y

中
間
諮
捻
越
し
抑
制
仙
宮
中
に
‘
い
ま
す
吻
ま
た
、
将
門
が
「
制
桝
註
の
出

「
災
復
命
、
更
に
沃
陥
械
を
求
都
議
〈
い
ち
ぶ
)
づ
る
持
し
た
い
と
こ
ろ
か
ら
、

め
ん

L

と
し
て
川
内
淡
策
部
を
分
湖
北
丹
波
線
守
縁
起
に
よ
る
段
取
材
と
総
し
た
と
い
う
緩
や
、

ち
、
率
ひ
て
、
策
上
に
箆
き
宅
と
、
守
一
践
的
級
品
官
、
手
間
同
沼
ね
問
川
町
選
間
同
沼
紛
縦
波
が
こ
の

麻
殺
を
ゆ
撒
播
せ
し
め
た
ま
ふ
。
丹
波
閥
抗
か
ら
山
山
議
し
た

Le--i

地
に
州
協
札
て
い
た
ニ
と
か
ら
、

評
き
礁
の
ゑ
ひ
た
る
所
、
放
こ
め
鴎
米
か
ら
、
ご
い
は
、
と
も
誘
う
会

h
Z
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g
3
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主
主
主
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辺

町

泌

総

務

榊

務

大

限

後
臨
蹄
子
(
あ
ぴ
と
}

品
判
開
怖
ヴ
ナ
は
、
品
官
隊
・
次
回
今

問
門
毘
ム
別
問
，
附
附
比
古
附
柄
引
と

も
地
百
主
、
わ
が
附
期
金
持
刊
の
氏

殺
で
す
。

こ
の
絞
を
は
持
つ
氏
桜
川
伸
、

持
い
津
・
河
内
・
祁
泉
・
情
再
構
桝
・

姉
崎
前
な
ど
土
中
止

L
て
畿
内
と

そ
の
滋
辺
に
限
ら
れ
、
策
附
闘

を
は
我
綿
子
市
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
政
墳
時
代
に
我

係
子
山
閉
に

7
ピ
コ
と
併
悼
す
る

畿
内
的
淡
族
が
移
り
徐
み
、

カ
パ
ネ
を
地
名
に
浦
市
し
た
と

符
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
浴
料
践
に
、
日
川
本
武
専

が
、
夜
間
部
的
対
り
に
、
ヂ
災

担
市
内
線
に
忽
ち
も
父
子
3
人

品
開
炎
に
舟
を
お
さ
せ
「
あ
ち

ょ
〈
」
と
行
く
先
を
ぬ
と
た

が
、
の
九
に
、

f
h
↑っこい

「
あ
び
こ
」
と
絞
殺
し
た
と

に
、
こ
れ
を
飢
略
的
関
と
い
ひ

i
L

こ
め
よ
、
フ
に
、
好
感
的
資
つ

は
問
を
休
部
〈
ふ
荘
〉
柄
引
一
僚
と
震
い
、

蛇
院
に
、
フ
サ
を
海
佐
と
書
〈
よ

う
に
な
っ
た
a

同
裁
判
F

〈
お
か
ぽ
っ
と
〉

発一
F
・b

尚
一
…
門
・
士
間
後
は
弓
ア

f
ヌ
タ
訟
で
‘
吋
ブ
ヴ
ト
」
と
発

表
し
‘
二
つ
め
氏
時
間
が
併
行
し

て
氾
や
川
叫
に
突
出
し
、
あ
た
か

も
一
一
祭
文
絞
め
よ
う
な
形
で
、

あの簡
の軒

の胸来土也

84 



(3) 

静
か
り
網
開

近
代
の
文
化
人
に
愛
さ
れ
た
ま
ち
ー
あ
ぴ
こ
」

あ
る
人
々
は
こ
こ
に
生
れ
育
ち
、
あ
る
人
々

は
他
の
土
地
か
ら
移
っ
て
き
て
、
閉
ざ
ま
し
い

活
動
を
し
ま
し
た
。
行
名
を
紹
介
し
ま
す
。

松

殺
際
的
気
象
品
ナ
の
開
拓
者
で
あ
る
。

開明治
7
酎
十
世
叩
ル
院
本
町
に
ゑ
れ
、
開
閉
山
刊
訂
年
号

持
丹
に
的
品
歳
で
亡
な
っ
た

a

制
刊
州
悩
相
川
の
は
ん
ら
ん
や
気
象
的
変
化
に
よ
り
、

人
命
が
失
な
わ
れ
た
り
、
作
物
に
被
害
が
山
山
る

の
を
見
て
十
代
か
ら
気
象
予
報
を
世
心
し
た
。

開
明
日
務
総
与
に
東
京
銃
火
を
卒
殺
し
、
中
'
央
気

象
台
に
入
る
。

明
治
拡
年
に
ほ
「
機
雨
殺
し
を
発
表
し
て
滋

学
捕
時
会
と
な
号
、
古
本
北
務
大
で
数
絞
も
と
う
た
。

大
十
成
時
代
に
滋
洋
気
致
命
初
代
会
長
、
市
中
央

気
象
台
長
と
な
り
.
ー
一
期
ん
や
「
百
十
併
の
気
象
」

と
い
っ
た
気
象
に
間
関
す
る
本
を
た
く
寺
ん
執
議

し
、
イ
配
マ
リ
ス
気
象
情
附
A
A

設
か
ら
サ
イ
モ
シ
ス
金

銭
安
贈
ら
札
、
照
明
初
日
比
年
い
い
は
勲
一
等
磯
山
頂
撃

に
脇
陣
い
た
。
学
女
総
会
員
。

武間岡弟

官
叩
依
的
松
田
内
欲
的
兄
然
は
多
々
の
遂
で
一
九
滅

的
人
と
な
っ
た
。

お
臥
閉
刀
由
加
は
録
的
で
品
約
川
崎
功
劣
索
。

井
上
滋
泰
は
数
人
で
緩
や
開
制
限
設
を
し
た
。

柳
m
出
関
附
刀
は
限
後
学
者
で
為
る
。

そ
的
下
総
務
は
海
畿
大
伎
で
一
審
話
学
品
骨
内

輝
炎
は
松
岡
阿
険
丘
と
数
L
、
日
本
制
間
出
棋
で
東

W

郡
美
術
火
学
的
数
授
で
あ
勺
た
。

ゆ
で
も
蜘
榊
附
間
関
努
は
悶
民
俗
学
的
問
問
附
問
者
と
名

官
同
〈
、
松
岡
終
伝
は
止
対
的
後
駒
大
酬
明
と
件
記
ぴ
称

せ
ら
れ
る
世
情
抽
出
な
動
家
で
あ
る
a

兄関松

務
持
懇
入
一
組

明
治
・
大
立
a

開
明
秘
の
一
一
一
代

に
わ
た
っ
て
制
初
日
新
潟
ぜ
}
宿
線

上
た
大
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
合

大
正
犯
年
か
ら
同
時
制
刊
お
年
滋

公
ま
で
我
孫
子
に
住
み
、
俳
匂

関
門
好
会
吋
湖
畔
陣
門
技
」
を
つ
く

っ
て
青
少
年
を
指
摘
押
し
、
軒
町
め

文
化
的
発
展
に
尽
さ
れ
た
@

婦
を
閑
却
下
す
間
期
日
明
u
H
綿花入国貼

公
開
捌
と
な
っ
て
い
る
a

血
脇
守
之
助

開明議
3
年
総
孫
子
C
縫
生
。

官
問
肉
強
科
際
学
際
金
稼
業
し

品
開
川
竹
露
出
内
線
位
を
向
上
さ
廿
旬
、

一
州
統
の
臣
陣
殺
と
は
独
占
抗
し
た
偽

科
医
会
持
在
を
投
開
に
し
め

L

'
v
a
v
 

ふム

官
向
山
川
歯
科
係
学
院
を
東
京
総

科
医
学
問
聞
に
疑
援
さ
せ
、
組
年

に
渡
っ
て
後
進
を
育
て
た
a

齢
別
門
以
草
人
排
除
の
育
て
内
務
と
し

て
も
有
名
a

中

野

治

房

明
治
持
年
中
燃
に
生
れ
、
東

京
地
問
大
を
p
思
議
し
た
。
の
ち
淡

大
，
京
大
教
綬
と
な
り
秘
豹
生

態
学
に
火
き
な
借
地
線
、
そ
殺
し
た
。

終
戦
後
筏
孫
子
筏
ル
は
の
知
数

人
を
緩
め
て
文
化
連
胞
訴
を
級
品
糊

し
、
資
信
十
た
ち
内
務
泰
に
つ
と

め
た
@

ま
た
、
閣
時
北
村
長
を
つ
と
め

る
な
ど
然
主
的
発
援
に
つ
〈
し

た
。
附
唱
和
刊
川
柑
年
生
家
で
死
去

6

河
村
離
出
向

松岡綬 li

山
内
間
関
人
関
童
話
家
パ

l
ナ
i
ド・

リ
!
チ
の
車
問
を
引
き
絞
ぎ
‘
品
概

数
な
波
形

i

ど
体
制
付
で
独
市
閥
的
路

指
慨
を
剣
山
闘
し
た
入
。

然
入
浴
公
開
削
市
内
的
然
人
冠
畑
町

帥
時
も
彼
的
陶
談
斡
仲
間
関
で
あ
る

P

市
役
所
内
に
あ
る
寸
つ
は
」
山
…
ぷ
門
抜
高
品
瓶
一
は
三
一
河
川
地
方
よ
れ
ソ

戸
写
真
)
も
楠
閉
山
内
体
げ
で
あ
る
e

M

似
て
、
お
も
に
令
部
・
関
葉
、

制
ま
た
潟
市
開
e

出品J
減
な
ど
に
ま
で

嘉

鶴

治

五

郎

町

足

者

向

ば

し

‘

年

頭

、

内

ご

と

仰
に
祇
拓
期
し
て
ま
わ
る
祝
福
加
盟
釘

学
期
開
総
数
一
閥
、
柔
滋
的
総
程
、
酬
が
主
つ
で
す
。

H

太
炎
H

帰以・

惜
陥
没
山
陣
約
ゑ
み
円
相
端
で
あ
る
柑
掛
川

H

オ…一…
H

役
と
が
田
租
み
、
才
一
ニ

納
治
五
郎
H
H
、
大
正
取
織
に
蜘
榊
附
丹
後
に
合
わ
せ
て
太
夫
が
税
言

邸
内
際
号
、
つ
ま
り
組
制
絞
め
井
川
争
的
ペ
て
録
い
、
ま
た
才
線
、
と

手門
M
m
刷
に
物
議
を
持
ち
、
内
問
自
問
掃
作
情
開
問
答
を
し
ま
す
事

(
1
)

に
臨
料
開
酬
を
附
附
い
た
。
山
江
戸
時
吋
代
内
務
本
・
後
数
(

沼
市
二
市
の
号
で
舎
を
よ
く
し
川
…
八
四
八
J
V
此
開
悶
〕
町
一
墳
は
京
一

銭
ブ
小
学
校
や
市
役
所
に
柑
酬
が
仰
向
や
滋
濃
か
ら
で
た
太
夫
が
年

組

問

っ

て

い

る

。

問

米

に

江

戸

へ

の

ぼ

り

、

詩

本

格

附
関
口
u
市
で
側
附
か
れ
た
「
才
滋
中
巾
L

良
擦
派
の
人
々
山
で
制
相
手
み
は
め
才
裁
が
い
滋
ん
だ
と

州
あ
号
ま
す
。
オ
総
役
は
小
前
倒
巧
、

…
一
一
一
戸
川
一
一
一
一
一
芸
品
唱
が
多
い

志

賀

直

哉

…

正

?
r禁
ノ
炎
年
末

判
江
戸
日
本
隊
問
問
日
前
ト
云
所
ニ

我
孫
子
に
仲
は
ん
で
い
た
除
隊
叫
築
リ
丈
夫
昭
博
之
テ
緩
フ
ゑ
ヲ
オ

は
も
大
亙
4
月
(
間
制
緩
)
か
ら
帥

関
門
刊
凶
伊
十
ま
で
で
、
こ
の
紛
の
作

台

、

雲

行

終

面

倒

)

や

州

ヘ

あ

び

之

を

鐸

る

同

級
総
等
有
名
を
作
ふ
が
多
い
@
刷

/
i
l
;
2
1
2
4
;
守

際
機
的
潟
人
武
者
小
路
実
篤
吋

や
柳
奈
川
胤
を
こ
の
絡
へ
同
町
び
よ

せ
た
G

M
胎げてき
E
L
的
中
で
手
間

4

A

4

夜
警

7
4滋
融

問

ご

伝

馬

隊

総

芦

「

室
内
様
子
炉
綴
か
れ
て
い
る
a

…

J
i
;
i
J
3
3
1

…
警
ト
一
清
」

(
2
〉

以

前

は

村

々

の

祭

り

を

夜

品

川
こ
的
資
料
は
車
問
多
山
町
内
守
点
に
い
て
神
楽
を
闘
見
せ
た
そ
う
で
す
“

問
よ
っ
て
裁
か
れ
た
感
俗
総
司
守
先
的
資
料
ど
け
で
現
義
的
浅

川
貞
峨
協
議
恥
に
あ
る
も
の
で
す
が

u

戸
内
神
様
が
一
認
と
し
て
ぷ
絢

同
校
孫
子
に
つ
い
て
次
的
機
に
縁
潟
殺
の
系
滋
を
継
い
で
い
る
も

か

れ

て

い

ま

す

@

の

な

の

か

、

場

絡

め

オ

綴

め

な

馴
吋
江
戸
ぷ
来
シ
万
嶋
崎
ノ
オ
滋
か
に
殺
孫
子
の
幾
仰
向
が
い
た
の

明
ト
公
モ
ノ
管
ハ
下
級
ア
ピ
コ
叫
刊
か
後
ゑ
に
叫
削
山
総
は
で
き
ま
せ
ん
秒

川
ノ
康
夫
多
シ
近
年
ハ

7
Y
コ
ノ
弱
者
向
枕
訟
の
比
較
を
は
と
的
、

問
殺
そ
ア
リ
神
明
ハ
太
夫
自
国
同
n
コ
リ
仙
時
党
資
終
的
発
閣
制
と
研
究
が
必

川
伴
ト
市
ホ
ル
モ
ア
リ
」
〈
3
)

南
町
と
さ
れ
ま
す
a

そ
の
や
か
ら

同
議
代
的
私
達
は
三
河
滋
裁
は
才
一
滋
の
こ
札
ま
で
の
一
許
制
側
や
一
二

一
一
ザ
)
開
山
山
鳥
時
的
者
が
や
る
と
帯
、
え
川
内
良
品
同
と
吋
農
村
神
奈
い
な
ど

叫
が
ち
で
す
が
‘
号
フ
で
は
な
か
の
終
段
務
総
と
町
一
線
M
m
に
つ
い

削
っ
た
よ
う
で
す
。
安
双
六
年
に
て
も
新
た
に
考
え
ね
ば
な
ら
な

日
出
、
遊
間
明
ハ
回
日
中
市
オ
歳
市
モ
い
問
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し

附
従
沈
ス
L

(

4

)

と
市
川
伸
江
た
な
よ
う
。

山
く
を
守
ま
し
た
が
、
幾
分
義
的
川
吋
日
本
篠
山
民
大
終
曲
C

9

山
総
裁
は
誌
で
探
し
た
急
緩
い
の

F
四
時
以
川
山
川
間
ぷ
ザ
負
担
伐
材
例
ゐ

刊

し

か

も

異

望

者

を

撃

に

果

実

p
m
室
長
国
間
『
設

た
し
て
可
能
で
し
ょ
う
か
u

そ
認
か
ら
』
小
沢
約
一

S
品開閉

山
ニ
で
オ
織
と
い
っ
て
も
た
だ
の
ね
・
宮
付
(
市
毅
織
さ
ん
議
)

武
者
小
結
実
篤

闘
機
滋
λ
叫
織
的
ヰ
緩
め
部
制
理
祭

主
義
的
守
l
F
i
綴
守
、
大
五

百
年
(
刊
同
総
)
か
ら
7
年
ま
で

妓一
ρ
に
住
ん
で
い
た
e

我
綿
子
に
お
け
る
作
品
は
、

日
本
武
崎
将
・
殺
し
き
家
‘
絡
し

き
付
刊
の
生
品
情
勢
が
あ
る
。

榔

京

犠

自
機
械
慌
の
人
で
み
る
隣
自
市
川
出

は
隊
洋
品
邸
内
総
に
潔
い
感
心
を
よ

せ
て
い
た
。

ま
た
、
大
京
市
本
か
ら
相
公
司
胃
腸

動
を
然
し
て
ヱ
柑
沼
地
問
衡
の
後
及

に
カ
を
尽
し
た
鎗

大
ぷ
3
年
か
ら
問
問
叩
印
紙
・
ま
で

災
時
拍
子
に
住
み
、
こ
丹
閥
的
作

品
は
も
宗
教
と
そ
の
終
褒
・
総

磁
器
的
諮
問
等
が
あ
る
。

市
併
殺
脇
判
的
衡
か
つ
ぎ
で
は
な
か

っ
た
か
ξ

い
う
疑
問
も
総
こ
り

ま
す
診
本
州
情
的
な
鵠
悶
歳
は
二
人

そ
ろ
っ
て
の
修
絡
が
必
裂
で
、

急
ご
し
ら
え
は
ほ
と
ん
ど
不
可

総
だ
が
、
術
的
暗
に
た
だ
抑
制
安
つ

け
て
ま
わ
る
だ
け
な
ら
湾
側
艇
で

も
可
総
と
い
う
訟
も
で
て
き
ま

す。

(
5
)

と
こ
ろ
で
市
内
的
資
戸
地
区

に
悼
決
が
一
信
ω

草
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
尚
一
一
戸
に
あ
る
照
明
利
十
七
年
の
州
戦

飼
い
い
は
『
同
彼
我
の
官
併
殺
相
暗
h

と

い
う
神
楽
丹
羽
本
ち
級
事
れ
て

い
ま
す
。

問
時
刊
は
緩
い
て
い
て
大
統
・

昭
和
刊
に
を
っ
て
も
神
地
端
的
芸
を

も
っ
古
伊
丹
幾
災
は
徴
用
問
や
近

隣
の
布
伎
や
小
文
燃
の
祭
9
で

+
告
を
数
露
し
ま
し
た
。
的
拙
↓
単
品
倒

的
む
と
れ
ソ
は
蕊
訟
で
は
対
胤
仰
の

利
棚
明
前
叫
に
件
叫
ん
で
い
ま
す
が
、

、
九
球
一
す

85 



表干呈日

今
年
4
月
、
小
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、

健
康
診
断
、
知
能
テ
ス
ト
を
行

な
い
ま
す
内
で
、
ご
参
加
柑

F
さ

対
象
は
、
削
唱
初
判
年
4
河
2

H
か
ら
防
相
M
W
年
4
月
1
門
口
抑

制
附
に
お
生
ま
れ
の
方
。

品
会
場
と
も
午
後
1
附
吋
か
ら

受
付
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
紋
御
門
察
側
同
会

時
十
枚
数
資
総
〈
m
M
〉
1
1
5
1

内
線
2
9
4
ま
で
悶

所
得
離
の
龍
村
申
告

と

住

取

縛

控

除

川
所
得
税
の
選
付
申
畿
を
さ
れ

る
方
へ
。

昭
和
郎
年
分
所
得
税
の
磯
山
疋

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
き
れ

た
所
得
税
な
ど
の
税
金
が
も
ど

る
こ

E
に
な
る
還
付
申
告
を
捻

出
す
る
方
は
、
1
月
か
ら
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

似
昭
和

ω年
中
に
新
ら
し
く
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
へ
。

昭
和

ω年
中
に
住
宅
を
続
皆
壊

し
た
方
、
ま
た
は
、
新
築
後
使

紛
寺
れ
た
こ
と
の
な
い
総
欣
却
を

取
得
ー
し
て
人
印
刷
啓
れ
た
ガ
〈
出
偽

物
的
問
械
が
1
8
5
ば
M
M
γ
に

際
り
ま
す
」
に
は
、
給
与
所
得

的
方
で
も
所
得
税
内
総
篠
山
市
僚

を
す
る
と
、
仲
は
伊
知
山
帆
将
校
他
陣

〈
数
世
附
3
万
m
門
〉
が
受
け
ら
れ
、

相
時
泉
徴
収
き
れ
た
税
命
的
一
郎

が
、
も
ど
り
ま
す
。

住
宅
取
得
仲
間
除
を
受
け
る
た

め
丹
確
定
申
告
は
、
1
月
か
ら

で
き
ま
す
か
ら
、
円
干
白
に
申
告

し
て
下
さ
い
の

合
お
、
性
名
前
哨
自
門
技
昨
怖
を
受

け
ら
れ
る
方
沖
悼
、
次
的
書
刊
向
を

帥
路
復
山
中
恥
白
書
に
添
付
す
る
こ
と

に
主
っ
て
い
ま
す
。

①
建
築
時
時
認
申
誌
の
写

②
建
築
ヱ
事
治
負
契
約
書
又

同
日
発
資
契
約
書
の
写

③
登
記
簿
総
本

市
出
仲
間
炭
酸
ザ

出W
潔
白
紙
嵐
山
間
帆
淡

泊

W
W松
地

食
品
口
総
数
惨
殺
隊
出
財
制
抑
制
開
始
附

後
一
戸
期
間
工
会
繍
純
一
附

l
n
n
M
開
設
〈
開
バ
)
か
ら
2
同
月

品
門
口
〈
品
ゑ

松
一
戸
市
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
e

l
湾
総
説
(
同
月
)
か
ら
2悶
汀

3
日
〈
火
)
氷
山
時
8
然
銭
。

捻
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト

1
月
即
時
日
(
同
月
)
か
ら
2
月

3
日
(
火
)
本
躍

g
作作品品。

(
松
一
戸
税
務
箸
)

母
子
家
庭
の
児
童
に

入
学
複
金
と
就
職
祝
会

母
子
ふ
事
前
燃
で
今
年
的
4
月
に

小
学
校
、
・
中
学
校
、
川
崎
等
学
校

へ
入
惨
す
る
間
見
事
織
に
入
時
十
紙
念
、

冷
却
十
校
官
中
級
帰
後
日
い
前
科
時
制
す
る
削
ぬ

数
料
戦
創
出
品
取
が
支
給
さ
れ

十日μ小l土機関小ザ:校にて実絡

W
V
4
良
品
制
緩
5
ヂ
mn

w
v
酪
・
組
制
に
必
祭
主
情
常
細
閉

山
一
一
戸
後
援
本

山
山
朴
山
山
氏
系
臨
時
本

山
山
高
等
学
校
入
学
者
、
後
融
制
者

に
つ
い
て
ほ
、
人
口
絡
を
一
説
明
す

る
3
b
の

9

E
v
申
込
慰
問
問

2
月
2
詩
カ
ら
3
n
月
号
百

く
わ
し
く
は
、
一
総
後
事
務
段

階
中
生
係
内
線
(
2
4
6
0
〉
ま
で

お
開
閉
会
わ
せ
下
さ
い
。

〈
創
期
後
術
学
務
叫
明
〉

母
子
線
路
生
側
制
緩

瀦
資
金
貸
付
制
制
御
漁

ニ
的
制
附
山
成
は
、
母
子
家
緩
め

銭
的
川
円
安
出
品
を
同
倒
的
問
に
も
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

V
貸
付
条
件

川
貸
付
限
度
開
削
除
万
円
以
内

問
償
還
城
間
3
年
以
市
内

川
間
附
同
明
四
方
法
年
賦
・
宇
年
時
執
・

月
紙
。

凶
間
据
置
期
間
良
川
円
決
定
か
ら

6
カ
月

川
山
利
子
年
3
%
a

附
保
証
人
原
則
と
し
て
以
内

に
居
仲
間
し
て
い
る
方
窃

wv
矧
叶
泊
先

付
予
断
附
社
後
滋
闘
か
制
蹴
社
~
事

務
所
府
中
魚
川
附
内
線
{
2
4
8
~

川
総
統
務
総
所
〉

贈
与
械
の
ゆ
倹
議

機
出
期
間
は

贈
与
税
円
申
告
選
総
山
」
開
問
聞

は
‘
2
月
1
日
1
2
月
何
回
ま

で
で
す
。

昭
和
閉
山
年
か
ら
、
贈
与
税
的

基
礎
控
除
額
は
、

ω万
円
(
改

正
煎
必
万
円
)
に
な
り
ま
し
た
e

ま
た
、
3
年
倒
的
累
積
課
税
制

度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
年
中
に
組
問
人
か
ち
m
w

万
仰
を
こ
え
る
餓
柑
倒
的
対
縁
者

も
ら
っ
た
人
は
、
間
哨
与
絞
め
取

札
前
併
閣
を
2
月
1
n
n
か
ら
3
同
月
刊
昨

日
ま
小
、
に
刊
持
崩
し
て
附
抑
制
悦
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

納
付
税
制
酬
が
日
万
m
m
を
に
え

て
い
て
、
一
時
に
約
め
る
こ
と

が
泌
総
な
場
合
は
、
相
十
帥
肌
岡
地
判
明

が
絞
め
ら
れ
ま
す
的
で
‘
判
明
枇
時

議
じ
お
目
時
ね
く
だ
さ
い
a

松
戸
税
務
箸
(
0
4
7
3

む

1
1
7
1
)
へ
。

経
営
指
導
員

募

集

仕
事
町
内
容
は
、
小
制
問
機
な

薬
品
唱
の
経
常
上
的
指
導
や
秘
絞

会
行
な
い
ま
す
。

期
間
不
緩
め
綾
殺
に
刷
関
心
を
お

持
ち
安
打
を
世
事
柏
惜
し
ま
す
ω

資
総
そ
の
柏
陥
)
銭
的
条
件
げ
が

あ
号
ま
す
的
で
、
紬
野
畑
糊
い
は
蜘
附
混

合
い
い
お
開
閉
会
わ
せ
ド
さ
い
伺

〈
例
制
〉
3
1
3
1
〈
隣
家
会
)

市
市
持
防
水
道
の
新
規

申
込
受
付
の
停
止

給
水
入
れ
い
の
機
淑
h

い
と
も
を

つ
て
、
朝
礼
を
あ
る
浄
水
場
開
給

水
能
力
が
間
協
雰
に
き
ま
し
た
の

で
、
殺
し
い
浄
水
場
建
設
の
見

返
し
が
つ
く
ま
で
、
当
分
的
関

水
道
内
萩
茨
申
込
町
受
付
を
停

止
い
た
し
ま
す
c

訴
し
い
卒
後
に
つ
い
て
は
、

水
中
規
制
御
‘
叉
同
枯
れ
綴
援
本
滋
工

務
総
へ
。
(
水
滋
糊
附
)

投
犠
用
織
の
申
告

総
務
ぬ
卒
中
日
い
索
後
〈
線
開
削

除
滋
及
び
品
貯
開
制
仲
間
浴
で
臨
時
h

伎
の

部
分
が
4
分
の
1
以
上
)
を
拡
割

増
築
さ
れ
た
が
刀
は
土
織
の
銭
授

が
住
宅
沼
地
と
認
定
さ
れ
緩
淡

さ
れ
ま
す
の
で
I
H
月
末
日
ま
で

に
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
用
紙
は
菩
支
一
附
・
各
一
行

政
述
絡
所
に
あ
り
ま
す

β

〈
課
税
調
部
)

野
鳥
に
エ
サ
を

齢
制
肉
凋
を
刊
す
る
ム
況
は
、
…
カ
毛
L

的
問
問
付
け
を
絡
自
行
金
っ
て
い

ま
す
が
、
飾
付
け
に
必
婆
な
、

〈
ず
米
が
不
足
が
ち
で
寸
。

「
〈
ず
米
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
お
ゆ
ず
り
下
さ
い
a

連
絡
先
は
山
崎
獲
次
(
緑
ー

の
2
の
8
)
電
話
幻
1
8
4
2

2
で
す
。

(
叫
判
白
河
を
叫
す
る
ん
官
}

健
闘
を
腕
う

新
務
マ
ラ
ソ
ン
大
会

w
v
口
同
時
1
月
初
日
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